
○食育を実践しようプロジェクト
　市内の大学生による食育活動の企画・実践を支援する事業です。
【５月】大学新入生へ、「骨を元気にしよう！！」というテーマで講義を行いました。
【８月】食育活動の企画に取り組みました。
【１１月】埼玉大学むつめ祭「こども企画」に出展し、食育活動を実践しました。
【１２月】食育活動の企画、実践の準備を行いました。（実践は３月頃の予定）

○毎年１０月は朝ごはんを食べよう強化月間
　さいたま市では、「毎年１０月は朝ごはんを食べよう強化月間」として、朝食摂取の
啓発を強化しています。さいたま市健康づくり及び食育についての調査（平成２８年）
の結果によると、市民（１６歳以上）の約４人に１人は朝食を食べないことがある状況
です。朝食は健康的な食生活に欠かせないものであり、子どもの食生活は保護者の
食生活の影響を受けることから、子どもの保護者世代を主な対象とした啓発用リーフ
レットを作成しました。リーフレットは、市内の認可保育所（公立・私立）、幼稚園、認定
子ども園、教育機関、公共施設等へ配布しました。また、さいたま市の食育に関する
ポータルサイト「さいたま市食育なび」及び市WEBサイトに掲載しました。

実　　施　　時　　期 年間を通して実施

取　　組　　内　　容

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

さいたま市

取 組 市 町 村 名 さいたま市　（健康増進課）

取 組 の 名 称 食育推進事業



【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

さいたま市

取 組 市 町 村 名 さいたま市（農業政策課および保育課の共同による）

実　　施　　時　　期 平成２９年１２月２１日（木）、２５日（月）～２７日（水）１５時ごろ（おやつの時間）

取　　組　　内　　容

取 組 の 名 称 さいたま市発祥のさつまいも「紅赤」を使った給食の実施

さいたま市発祥のさつまいも「紅赤」が今年で１２０周年を迎えることを記念し
て、市内６４の保育園で紅赤を使った蒸しパンなどを提供しました。
本市で発見され、今も市内で生産されている「紅赤」の食文化と味を子どもたち
に伝えることができました。
また、子どもたちの地域農業及び食文化への興味関心を高めるため、
給食にあわせて「べにあかヌゥ」のシールや塗り絵を配布しました。



　　（平成３０年１月、２月に６校実施予定）

　ム」の開催に合わせ、子どもたちが食を通じて外国への興味関心を高めることを目
　的として、９月、１０月の献立に、給食一食分または一部にフランスの料理を取り
　入れた「フランスの食文化を感じる学校給食」を全ての市立小・中・特別支援学校で
　実施しました。
　（献立例）
　　ガーリックフランスパン、牛乳、ポトフ、フレンチサラダ、ブラマンジェ
　　フレンチトースト、牛乳、ブイヤベース、パリジャンサラダ、フルーツジュレ

○児童生徒の食への関心を高めるために、地元シェフが提案するメニューを学校給
　食に取り入れ、地元シェフと給食調理員が一緒に調理をする「地元シェフによる学校
　給食」を実施しました。
　（実施校）
　　平成２９年９月～１２月に１４校実施

取　　組　　内　　容

取 組 の 名 称 さいたま市立小・中・特別支援学校の取組

○農作業体験学習をとおして、命や自然、環境や食物に対する理解を深めるために、
　ファームサポーター（農家、ＮＰＯ法人）と連携を図り、児童生徒が米作りや里芋作
　りの農作業を体験しました。また、収穫した米や里芋を各校の学校給食等で活用
　しました。
　（実施校）
　　１１校
　（実施期間）

実　　施　　時　　期 平成２９年４月～１２月

○国際自転車競技大会「J:COM presents 2017ツール・ド・フランスさいたまクリテリウ

　　平成２９年４月～１１月

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

さいたま市

取 組 市 町 村 名 さいたま市　（教育委員会 健康教育課）
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